
伝統と文化だけでは伝わらない物語
全国の鵜飼事業に見る地域活性化のアプローチ
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JSDG会員 森松 誠二



本日のゲスト
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後藤 喜代司さん
• 2010年第1回鵜飼いチュンケンにてチュンケンメンバの貸し切
り舟で船頭として鵜飼を解説

• 熱烈なファンを獲得するも名前を間違って覚えたことにより同
年の秋鵜飼では別人が指名される

• 2011年第2回鵜飼チュンケンにて正式に指名される
• 以降鵜飼チュンケンでの指名が続くが、2015年一旦鵜飼見物舟
を離れる

• 2015年春、鵜飼未来シンポジウム後の鵜飼見物で再びチュンケ
ンメンバに発見される

• 観覧船の取り仕切りをご担当、若手船頭の指導もご兼任
• 2015年満を持して鵜飼チュンケンに初登壇の予定も台風上陸に
よる観覧船退避作業のため諦めかけたところ、急遽登場
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本日のゲスト
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平工 顕太郎さん

• 結の舟 岐阜清流オフィス代表
• 2014年最年少で鵜舟の船頭として活動（岐阜新聞に掲載）
• 2014年6月、岐阜新聞を見たJSDG会員が強引にコンタクト
• 同年7月の鵜飼チュンケンにてゲストスピーカーとして鵜飼
および鮎漁についてプレゼンテーション。
多くのファンを獲得

• 同年12月年末チュンケンにて再びゲストとして参加。
（奥様への事前インタビュー発表）

• その後もチュンケンメンバーとのコラボレーション多数
• 2016年、川漁師として、そして清流長良川で生きていく覚

悟をもって鵜舟を降りる。その活動の幅はとどまるところ
を知らない
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ひ ら く



自己紹介
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• 改めまして、森松誠二です

• 鵜飼、岐阜、ハンドボール、泥亀、ホットドッグ、CRMが専門

• NEC→KPMGコンサルティング（BearingPoint）→UL Systems→IBCS(IBM)→EYA

• 2001年JSDG入会

• 2010年7月第1回鵜飼チュンケンにてチュンケンデビュー（当時ほぼ名古屋在住）

• 2012年7月、2013年11月、2014年7月、12月チュンケンで発表

• 2016年8月 豊橋にて全国マスターズハンドボール大会参加予定(愛媛県チーム)

• 2016年8月 全国鵜飼観覧達成微妙（残り石和、筑後川）
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情報発信しています

Facebook ページ 鵜飼 Webサイト
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今日伝えたいこと
• 鵜飼はとにかく深い

• 伝統と歴史だけでは続けていくことは難しい

• 地域オリジナルのコンテンツと共創していくことで新しい価値が生まれる

• 一人一人の体験がストーリーを作っていく

• 本日共感した人が次の共感に繋がっていく

鵜飼をあなたのストーリーで味わって下さい
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ところで 鵜飼を知ってますか。

• 全国で何ヶ所？日本だけ？

• いつからやってるの？

• いつもやってるの？

• 年間どれくらいの人が見に来るの？

• 鵜匠ってだれ？

• Uボートってなに？

• 長良川の鵜飼はなぜ有名なの？
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鵜飼って？
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ルーツは放ち鵜飼？
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放ち鵜飼
逐鵜

(おいう)

崖からの
放ち

鵜縄、鵜棹
併用の徒歩鵜

昼川の徒歩鵜崖からの繋ぎ

夜川の徒歩鵜

船鵜飼
(一人少数鵜)

船鵜飼
(一人多数鵜)

放ち鵜飼・昼鵜飼

繋ぎ鵜飼・昼鵜飼

繋ぎ鵜飼・夜鵜飼

出典：可児弘明著「鵜飼」

鵜を使わない鵜飼
（鵜縄、鵜棹）



鵜飼は現在全国11箇所で開催中（地域の祭りで＋2ヶ所）
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※かつては150箇所以上で行われていた



鵜飼は現在全国11箇所で開催中（地域の祭りで＋2ヶ所）
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鵜飼名称 開催場所 特徴

石和鵜飼 山梨県笛吹市 唯一の徒歩鵜飼。開催期間短い。鵜匠体験。

木曽川鵜飼 愛知県犬山市 1300年の伝統。本物に近いレベルで復活。

小瀬鵜飼 岐阜県関市 最も幻想的。暗闇に浮かぶ篝。宮内省式部職鵜匠。

ぎふ長良川鵜飼 岐阜県岐阜市 日本を代表する鵜飼。宮内庁式部職鵜匠。6艘の総がらみ。

嵐山の鵜飼 京都府京都市 外国人向けにアレンジ。

宇治川の鵜飼 京都府宇治市 ザ・エンターテイメント。ウッティーも活躍。

三次の鵜飼 広島県三次市 高度な技術を持つ鵜匠。鵜大量死の苦難を克服。

錦帯橋のう飼 山口県岩国市 地元に愛される。錦帯橋との絶妙なコラボ。来年拡大。

大洲のうかい 愛媛県大洲市 23歳鵜匠でビュー。歴史に溶け込む鵜飼。

筑後川の鵜飼 福岡県朝倉市・うきは市 次世代を担う若手鵜匠と改善を始めた本格派。

日田鵜飼 大分県日田市 船遊びを絶妙に演出。

売比河鵜飼祭 富山県富山市 年1回の祭りとして復活。木曽川鵜飼の出張興行

蟹江川鵜飼 愛知県蟹江町 年1回の祭りとして開催。木曽川鵜飼の出張興行



数字に見る鵜飼（観客動員数）
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2015年もしくは2012年実績
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数字に見る鵜飼
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直面する問題
• 毎年2億円超の赤字（20～40万人が採算ライン）（ぎふ長良川）

• 採算性、高齢化、後継者不足による無期停止（有田川）

• 船頭不足（三次の鵜飼）

• 安全運行・人命第一（ぎふ長良川事故）
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観光コンテンツとしての鵜飼
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• 観光の目的は物見遊山から体験にシフト

• リピートの重要性

• 一人一人が共感するストーリー

• デジタル、IoTの積極的な取り入れ

• 外国人向けサービス(インバウンド対応)



顧客体験、カスタマー・ジャーニー
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• 一人一人の体験をデザイン

• プロセス間における価値の連続性を担保



ぎふ長良川鵜飼 カスタマー・ジャーニー(例)
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